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送信データ
　　　　　　送信要求メ・ソセージで。もることを示す
L＿送信するチ叩の番号
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図5　データ交信
Fig．5Adiagramofexchangingdata．
終データの時刻より進んだ時点で，時刻のチェックは中断され，データの取り込みルーチン
ヘ処理が渡される．このルーチンでは最新のデータ1個のみを追加する．2号機は各項目の
前兆指標計算や異常判定，更にはこれらをもとに総合異常判定も行っており，正時には定時
起動の実時問処理がいくつも重なっている．そこで，2号機のCPUの負荷を軽減するために，
データの交信はその他の実時問処理と重ならないように正時を避け，毎時の20分過ぎに起動
されるようになっている．もしも，全チャンネノレのデータが取り込まれなかったときには，
一定時問後に再度送信要求が行われる．データの受信が終われば，メモリー内のデータをフ
ロッピーディスクのファイルヘ追加する．3ヶ月分のファイルがいっぱいになったら，ファ
イルを1日分ずらしてファイルの更新を行う．ファイル更新後はデータの開始時刻と終了時
刻を変更する．その後，画面表示のルーチンヘ戻り，以後この作業の繰り返しとなる．
　APEの共用ディスクの分値データファイルの容量は60日分であり，一方，パソコン側の表
示は92日分を必要とするため，データを独立して保存している．2号機の保守などで処理が
中断された場合でも，再起動のさいにはデータの最終時刻を修正してからプログラムを実行
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させることによって処理が続行される．
　画面のハードコピーを取る場合には，まずプリンターの電源を入れ，オンライン状態にし
てBREAKキーを押してプログラムを一且中断させる．「READY」が表示されたら，HARDC2
と入力し，RETURNキーを押す．プリンターに画面のハードコピーが出力され，終了すると，
「READY」が表示されるので，PF4（Cont）キーを押せば中断されたプログラムの処理が再開
される．
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Fig．6
最近3ヶ月問の傾斜変動図（ブロック1）
Tilt　changes　of　NS　and　EW　components　during　last　three　months　at　block1．
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4．表　示　例
　図6に最近の地殻傾斜の変動図の一例を示す．（a）が傾斜変動の南北成分，（b）が東西成
分である．一日分の降雨量を合わせて表示しているが，観測点によって降雨の影響の少ない
ところとわずかな雨量でも変動の激しいところがあることが分かる．
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大島観測点の傾斜変化（1986年8月22日～11月21日）
Ti1t　changes　at　Oshima　for　the　period　from22August　to21November，1986、
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Fig．8
大島観測点の傾斜変化（1986年11月15日～11月21日）
Tilt　changes　at　Oshima　for　the　period　from15November　to21November，1986．
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　1986年11月15日に伊豆大島の三原山で山頂噴火，続いて11月21日には200年ぶりの大噴火
（割れ目噴火）が発生した．このとき，波浮港に設置された傾斜計で大きな変動が観測された．
図7に噴火3ヵ月前からの変動図を示す．11月12日頃から21日にかけての東西，南北両成分
の変化が明瞭に見て取れる．図8に拡大図を示す．21日の14時から東西成分では大きく東下
がりになり，南北成分では通常なら北下がりとなるべきところが南下がりのままで15時に達
し，その後北下がりに逆転して16時25分に噴火を迎えた．図9に18日から21日にかけての傾
斜ベクトル変化を示す．南北成分の変化は東西成分の数倍あるため通常は南北の変化しか見
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図9　　大島観測点のベクトル変化（1986年11月18～11月21日）
Fig．9　Daily　vector　changes　at　Oshima　for　the　period　from18November　to21November，
　　　1986．
られないが，20日の13時から南束下がりの傾向が見られる．21日には通常12～！3時に南下が
りから北下がりに反転するところで南下がりのままとなり，さらに大きな東下がりの動きが
加わって噴火が発生している．
　図には示していないが，噴火後は，南西下がりの大きな変化を示し，22日の昼からは逆方
向に急激に傾斜して，その後傾斜変化も徐々に緩やかになり，12月18日に再度小規模の噴火
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が起こった後，1987年3月末にはほぼ傾斜変動がおさまっている．
5．おわりに
　従来，傾斜計や歪計などの長周期データの監視には打点式記録計が用いられてきた．記録
計の紙送り速度は12．5mm／hourで，時問～日という短い周期帯の変化を見るのには都合が良
いが，数日～数ヶ月という長い周期帯の変化を見るのには適していなかった．また，1台の
記録計で一つの観測点の記録を行うことが多く，異常な変化があった場合に他の観測点の記
録と比較照合するのにも不便であった．とくに傾斜計の場合，異常な変化の検出には普段の
状況をよく把握しておく必要があり，雨量や気圧などの気象の影響が個々の観測点によって
異なるため，それらを一目で読み取れることも重要である．1983年8月8日の山梨県東部地
震の18日前に検出された地殻の異常な変化は，観測開始以来の記録の安定性と降雨に対する
レスポンスが既知であったこと，及び直前に影響を及ぼすほどの降雨がなかったことなどが，
検出できた要因となっている．
　従来の計算機のモニター機能によるディスプレイ表示では，チャンネル名や期問など各種
のパラメータを入力しなければならないといった煩雑さがあった．また，画面の更新はオペ
レータ自身が入力してやらなければならないため，監視には向いていなかった．今回の方法
では常に必要な情報が表示されており，普段はパラメータを入力する必要がない．
　本システムの開発のテスト中に伊豆大島の三原山で大規模な噴火が起こった．このため，
連続運転による監視を行うとともに，より有用な監視機能として収録したデータからベクト
ル表示を行うためのプログラムを作成した．データを一且取り込んでから独自に処理を行っ
ているため，このような拡張を行うことも可能である．
　現在APEに組み込まれている前兆解析の項目は数項目に過ぎず，またその処理内容も確定
されたものではない．しかし今後はパラメータの変更にとどまらず，アルゴリズムの改良や
新しく見出された項目の追加などにより，処理に費やされる負担は相当なものが予想される
ため，モニター部分の分散処理を図る必要がある．今回の方式は，APEで行っている前兆指
標計算結果や，項目別の異常判定結果の表示など，今後システムの開発状況によって増えて
ゆくであろう各種項目の表示にも応用することができる．ただ，このシステムの場合常時表
示をさせているのでディスプレイ装置の消耗がいちばん問題となるであろう．
　本システムの開発により地殻傾斜の長期的変化の把握が容易になり，キー操作を行うこと
なく即時に最新の状況を見て取れるようになった．また，ブロック別に4～5観測点の必要
な表示チャンネルをまとめて一覧で表示することができるようになった．さらに，異常現象
出現時には，ハードコピーをとって直ちに「地震防災対策強化地域判定会」や「地震予知連
絡会」等の関係機関に連絡することも可能となった．
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　本システムは，昭和61年10月に完成し，以後順調に稼動している．目下開発途上にある「地
震前兆解析システム」の一翼を担いつつ，地震予知実用化に向けて大きく貢献して行くもの
と期待される．
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